
資料５－２ 

ワクチンで予防できる疾患に関するサーベイランスの課題 

＊サーベイランスは感染症対策、公衆衛生試作の基本的データーである 

 

患者発生動向調査    対象：感染症法疾患  IASR Vol.29 No.7 2008 の参考治療に

ある届出疾病一覧表 

病原体サーベイランス       同上 

血清疫学調査      予防接種法対象疾患のみ、 

予算事業として行っているため小規模であり予算的に不安定、 

検査に対して法的な根拠がない 

 

海外ではサーベイランス疾患の類型として「予防接種予防疾患」にカテゴリーを持ってい

る国もある 

 

今回議論となっている疾患のうちの 

ムンプス   小児科定点（成人例は不明、重症例は不明、血清疫学なし） Vol.24(5) 2003 

水痘     同上 Vol25(12) 2004 

HB      ５類全数（新生児 HB は不詳、血清疫学なし） Vol.27(9), 2002 

Hib      感染症法対象疾患ではない（基幹病院定点から細菌性髄膜炎としてのみ、

血清疫学なし）Vol.31(4), 2010 

肺炎球菌    同上 Vol.23(2), 2002 

HPV      子宮けい癌（感染症ではないという考え）なし 

尖型コンジローマ（５類 STD 定点）Vol29(9), 2008 

ポリオ(IPV)  ２類（根絶監視が目的であるため） Vol.30(7), 2009 

百日咳     小児科定点（成人例は不明、血清疫学調査有り）Vol.29(3), 2008 

 

＊麻疹     排除 elimination が国の目標であるにもかかわらず（大臣告示）５類全

数であるため検査が確実に行われず、症例の確認が出来ない。 Vol.31(2), 2010 

排除の確認はわが国では不可能であり、国際標準からはずれる 

＊風疹も同様 Vol.27(4), 2006 

 

＊ジフテリア ２類感染症、血清疫学有り Vol.27(12), 2006 

＊破傷風 ５類全数把握、血清疫学有り  Vol.30(3), 2009 

＊日本脳炎 ４類全数把握 血清疫学有り、ブタ調査有り Vol.30(6), 2009 

＊結核   ２類全数把握、血清疫学なし Vol.27(10), 2006. 
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